
番号 期間／定員 開催場所 開催期日 募集期間 ねらい 内容 講師名 資料代 学習段階

1
1日
60名

看護研修セ
ンター

４月２８日(火)
10：00～
16：00

4月1日（水)
～
4月８日(水)

新人看護職者が安全な
看護技術を提供できる
ように、侵襲性の高い技
術を再学習する。

・採血/静脈留置針
挿入
・経尿道的膀胱留
置カテーテル法
・経鼻的胃管栄養
法

教育委員会 新人

2
1日
100名

看護研修セ
ンター

6月 8日(月)
10：00～
16：00

4月20日
（月)～
4月30日
(木)

看護を取り巻く社会情
勢の変化を知り、専門
職として看護師に課せ
られた責務を理解する。
看護場面において看護
者として必要なコミュニ
ケーション技術を学ぶ。

・倫理綱領の理解
・期待される看護師
像
・対人関係に役立
つコミュニケーション
スキル

武用百子
　
県立医科大
学保健看護
学部
講師

新人

3
1日
100名

看護研修セ
ンター

9月16日(水)
10：00～
16：00

7月1日(金)
～
7月15日
(金)

医療現場で何が起きて
いるか?　新人が遭遇し
やすいエラーを知り、事
故と自己を結びつける
ことで、医療現場におけ
るリスクを察知する感性
を磨く。

・リスクマネジメントと
は
・新人看護師が遭
遇しやすいエラー
・エラーの対処方法
・脳の錯覚

楠本茂雄
　
ベルランド総
合病院クォリ
ティ－管理セ
ンター医療
安全管理室・
感染管理室

新人

4
1日
100名

看護研修セ
ンター

10月14日
(水)
10：00～
16：00

8月1日(月)
～
8月15日
(月)

感染予防に対する基礎
的な知識を深める。感
染予防における看護師
の役割と感染看護の基
本を理解し、実践できる
能力を養う。

・スタンダードプリ
コーション
・感染経路別対策
・職業感染予防
・防護用具の使用
方法

中本千秋

紀南病院
感染管理認
定看護師

新人

5
1日
100名

看護研修セ
ンター

12月1日(火)
10：00～
16：00

10月1日
(木)～
10月15日
(木)

正確な観察方法とアセ
スメントの視点を学び、
看護実践につなげる。

・フィジカルアセスメ
ントとは
・バイタルサインと身
体所見
・フィジカルイグザミ
ネ-ション
・事例検討（患者背
景含む）

穴井聖二

和歌山県立
医科大学附
属病院
重症集中ケ
ア看護認定
看護師

新人

SO-1
1日
100名

6月28日（日）
10：00～
16：00

SO-2
1日
100名

7月18日（土）
10：00～
16：00

教　　育　　計　　画

A.  新人教育（新人他施設合同研修）

目標
基礎教育で習得した看護実践能力を基盤とし、看護の専門職としての基本的な知識・技術・態度、および、チームの中で看護を安全に提供する
実践能力を養う。

研修会名

　
各々
1,000円

《新人》
身につけよう！正し
い知識と使える看護
技術

《新人》
もう悩まない！
深める倫理、使える
コミュニケーションス
キル

新人ナースのための
フィジカルイグザミ
ネーション

《新人》
人は誰でも間違え
る！？
身につけようリスクマ
ネジメントの基礎

《新人》
学ぼう！ステップアッ
プ感染対策

新人看護職員オリエ
ンテーション

看護研修セ
ンター

5月1日
（金）
～
5月15日
（金）

看護専門職能団体の組
織と活動を理解し、協
会員となる意義を知る。
看護専門職としての責
任と役割を理解する。
新人看護職同士の交流
を深める。

・日本看護協会創
立のあゆみ
・看護の動向と看護
協会活動について
・和歌山県看護協
会の教育計画につ
いて
・先輩たちの経験談
から学ぶ

看護協会長
看護協会理
事
職場の先輩

無料

非会員の受講
可

新人



番号 期間／定員 開催場所 開催期日 募集期間 ねらい 内容 講師名 受講料 学習段階

会員
3,000円

非会員
10,000円

7
看護研修セ
ンター

6月16日(火)
10：00～
16：00

早田修平

和歌山労災
病院
救急看護認
定看護師

会員
3,000円

8
田辺市
ビッグＵ

6月23日(火)
10：00～
16：00

羽竹隆幸

南和歌山医
療センター
救急看護認
定看護師

非会員
10,000円

会員
3,000円

非会員
10,000円

会員6,200円

非会員9,300
円

会員
3,000円

非会員
10,000円

Ⅰ～Ⅳ

会員
3,000円

非会員
10,000円

11
ベットサイドでできる
摂食・嚥下障害のア

セスメント

Ⅰ～Ⅳ

・災害看護の基礎
知識
・災害サイクルに応
じた監護
・災害支援活動に
必要なこころのケア
・災害支援活動に
おける本会の取り組
み

5月1日(金)
～
5月15日
(金)

6

看護現場におけるア
ンガ-マネジメントと
患者さんとのコミュニ
ケーション（参加型演
習含む）

1日
100名

看護研修セ
ンター

6月9日（火）
10：00～
16：00

4月20日
(月)
～
4月30日
(木)

①看護必要度基本との
評価項目の内容を理解
する
②患者の状態が分かり
看護が見える看護記録
の書き方がわかる。

①重症度・医療看
護必要度とは
②必要度の評価項
目③評価方法と記
録の実際

高橋弘枝

ＪＣＨＯ地域
医療機能推
進機構大阪
病院
看護部長

田辺市
ビッグＵ

7月23日(木)
10：00～
16：00

5月1日(金)
～
5月15日
(金)

足病変をおこすさまざま
な基礎疾患のシステム
やスキルを学ぶ。

①下肢創傷の評価
②ケア・実践のポイ
ント
・ＡＤＬが低下してい
る高齢者の踵部の
褥創ケア・重症化し
虚血の高齢者の創
傷ケア・その他のポ
イント　知覚障害(低
温、火傷の喚起・靴
擦れ）、血流障害
（除圧のポイント）

玉置美和

新宮市立医
療センター
皮膚・排泄ケ
ア認定看護
師

Ⅱ～Ⅲ

5月1日(金)
～
5月15日
(金)

10

〈インターネット配信〉
災害医療と看護
（基礎編）リアルタイ
ム
災害時の看護支援活動およ
び災害支援ナース育成に連
動した研修

2日
100名

看護研修セ
ンター

7月9日・10日
(木・金)
10：00～
16：00

9
初めての重症度・医
療看護必要度
～入門編～

1日
100名

看護研修セ
ンター

12

現場で活かせる予防
的・治療的スキンケ
ア
～アセスメントを高め
る下肢救済～

１日
100名

Ⅰ～Ⅳ

B.　ジェネラリストを育成する教育
目標
その時代や社会に応じた、最善の看護を常に提供するために、次の能力を養う。
(1)看護職としての知識・技術・態度の向上
(2)根拠に基づく看護を実践する能力
(3)多職種と協働する能力
(4)患者を中心としたチームでのケアをマネジメントする能力

研修会名

7月16日(木)
10：00～
16：00

摂食・嚥下障害患者や
その兆候のある患者を
アセスメントし、どのよう
にサポートするかを明
確にする。

・フィジカルアセスメ
ント
・スクリーニングテス
トのタイミングと実際
・食事携帯選択の
実際

橋本眞由美

和歌山労災
病院
摂食・嚥下障
害看護認定
看護師

看護研修セ
ンター

「災害医療と看護」の基
礎編と位置づけ、災害
支援活動に必要な災害
医療と看護の基礎知識
および災害発生時から
長期的支援について学
ぶ。

1日
100名

・怒りやイライラ感情のし
くみを理解することによ
りコミュニケーションで葛
藤を抱く場面での対処
方法を知り、自己のメン
タルヘルスに繋げる。
・患者さんの不安・不満
をしっかり傾聴し、信頼
関係を築いていくコミュ
ニケーションを学ぶ。

・医療現場における
アンガ-マネージメ
ントの重要性
・怒りやイライラの発
生メカニズム
・アンガ-マネジメン
トの考え方と基本テ
クニック
・患者さんとのより良
い関係を築くコミュ
ニケーション、看護
コーチング

浅見葉子
　
リーフコミュニ
ケーション

7月４日(土　)
10：00～
16：00

5月1日(金)
～
5月15日
(金)

Ⅰ～Ⅲ

Ⅰ～Ⅳ

救急看護の実際
（基礎編）

2日
100名

4月20日
(月)
～
4月30日
(木)

・救急看護の役割を理
解する。
・救急看護に必要な知
識を高め、実践能力を
高める。
・患者・家族へのケアを
学び実践に結びつけ
る。

１．救急看護の役割
・救急看護の基本と
心得
・救急看護の観察の
ポイントとアセスメン
ト
・救急看護の記録の
実際
２．救急看護の実際
(救急看護の事例よ
り）



番号 期間／定員 開催場所 開催期日 募集期間 ねらい 内容 講師名 受講料 学習段階

会員
3,000円

非会員
10,000円

会員
3,000円

非会員
10,000円

会員
3,000円

非会員
10,000円

①モニター心電図
でなにが分かるか
②モニター心電図
の基礎の基礎
③モニター心電図
の計測法

会員
1,500円

④不整脈の解説
⑤モニター心電図
判続　　　演習はな
し

非会員
3,000円

会員
3,000円×2

非会員
10,000円×2

会員
3,000円

非会員
10,000円

会員
3,000円

非会員
10,000円

1日
50名

看護研修セ
ンター

8月24日(月)
10：00～
16：00

6月1日(月)
～
6月15日
(月)

看護研究の基礎知識を
ふまえ、研究の成果を
臨床に活用できる方法
を学ぶ。

①看護研究の必要
性　　　　　　②看護
研究における倫理
的配慮
③看護研究計画書
の書き方(看護研究
計画書の意義、構
成要素）
④看護実践の中の
疑問から研究への
結び付け方

山田和子

和歌山県立
医科大学保
健看護学部
教授

Ⅱ～Ⅲ

10月27日
（火）
10：00～
16：00

8月３日(月)
～
8月1７日
(月)

人工呼吸器装着適応
患者の理解と挿管から
ウィーニングまでのケア
を学ぶ

・人工呼吸器装着
患者の適応
・人工呼吸ケアに必
要な呼吸の解剖生
理
・人工呼吸器の仕
組みと喚起モード
・人工呼吸器装着
中のケア
・ウイ-ニング時のケ
ア
・人工呼吸器トラブ
ルとアクシデント対
応事例

笠井雅博

日本赤十字
社和歌山医
療センター重
症集中ケア
看護認定看
護師

転倒・転落防止につい
て、他職種で取り組む
意義を理解し、対策に
ついて学ぶ。

15

看護研修セ
ンター

２日
30名

18
入院時から始める退
院支援・退院調整

・糖尿病患者のフッ
トケアの意義を理解
する
・糖尿病患者の足
病変の病態生理・
治療を理解する。
・糖尿病患者への
フットケアのための
評価方法を学ぶ。
・糖尿病看護への
フットケアの技術を
学ぶ。
・糖尿病患者の事
例検討を通して、
フットケアにおける
セルフケア支援を理
解する。　　　　・予
防的フットケアを実
施するためシステム
構築について考え
ることができる。

病棟から始めるリス
クマネジメント

1日
１００名

看護研修セ
ンター

8月19日(水)
10：00～
16：00

6月1日(月)
～
6月15日
(月)

医療安全の基礎知識を
学び、リーダーとしての
取り組みのヒントを得
る。

①医療安全と医療
事故の動向
②医療安全の取り
組み
③医療事故防止対
策④リスクをみる視
点

岩原昭彦
　
和歌山県立
医科大学保
健看護学部
准教授

Ⅱ～Ⅲ

Ⅰ～Ⅱ13
チームで取り組む転
倒・転落防止

1日
40名

Ⅱ～Ⅳ

16
モニター心電図の
ファーストステップ

半日
午前80名
午後80名

看護研修セ
ンター

9月10日(木)
9：30～
16：30

7月1日(水)
～
7月15日
(水)

モニター心電図の基礎
を正しく理解し、苦手意

識を克服する。

田村直子

和歌山県立
医科大学附
属病院
重症集中ケ
ア認定看護
師

Ⅰ～Ⅳ

・転倒・転落のリスク
・他職種とのチーム
で取り組む必要性
・チームで取り組み
に実際(アセスメン
ト、計画、記録、教
育）

駿田晶子

日本赤十字
社和歌山医
療センター
脳卒中リハビ
リテーション
看護認定看
護師

17

戸石未央
日本赤十字
社和歌山医
療センター在
宅看護専門
看護師

看護研修セ
ンター

糖尿病重症化予防
(フットケア）

看護研修セ
ンター

8月6日(木)
10：00～
16：00

6月1日(金)
～
6月15日
(金)

Ⅰ～Ⅳ

7月1日(水)
～
7月15日
(水)

糖尿病患者のフットケア
の意義を理解し、評価
方法と実践の技術を身
につける。

未定

14

未定
9：00～
18：00

1日
1２０名

看護研究を始める前
に知っておきたいこ
と

１日
100名

看護研修セ
ンター

10月13日
(火)
10：00～
16：00

・退院調整の基礎
知識
・退院調整支援の
実際

Ⅱ～Ⅳ

8月３日(月)
～
8月1７日
(月)

19

人工呼吸器装着者
の管理
（挿管からウィ-ニン
グまで）

効果的な退院支援・退
院調整の基礎知識と方
法について学ぶ

研修会名



番号 期間／定員 開催場所 開催期日 募集期間 ねらい 内容 講師名 受講料 学習段階

会員
3,000円

非会員
10,000円

会員
3,000円×2日

非会員
10,000円×2
日

会員
4,100円

非会員
6,200円

23
看護研修セ
ンター

11月10日
(火)
10：00～
16：00

市橋枝未子

がん化学療法
看護認定看護
師
公立那賀病院

会員
3,000円

24
紀南
（未定）

11月26日
(木)
10：00～
16：00

西川貴子

がん化学療法
看護認定看護
師
国立病院機構
和歌山病院

非会員
10,000円

25
1日
20名

紀南
（未定）

12月10日
(木)
10：00～
16：00

10月１日
(木)
～
10月1５日
(木)

会員
3,000円

26
1日
20名

看護研修セ
ンター

１月19日(火)
10：00～
16：00

11月２日
(月)
～
11月1６日
(月)

非会員
10,000円

会員
3,000円

非会員
10,000円

青木将幸

青木将幸ファ
シリテーター
事務所

Ⅱ～Ⅲ

エンゼルケア

平成28年
2月17日
(水)18日(木）
19日(金）
10：00
～12:30
　
13:30
～16：00

11月5日(木)
10：00～
16：00

11月13・14日
(金・土)
10：00～
16：00

21 未定

看護研修セ
ンター

9月1日(火)
～
9月15日
(火)

高機能シミュレーターを
用いて、緊急時の看護
ケアを体験学習し、看
護実践能力および資質
の向上を図り、安全安
心な看護の提供を促進
する。

一律
1,000円

9月1日(火)
～
9月15日
(火)

認知症高齢者に対し適
切に対応するため、認
知症の正しい理解に基
づいた看護を学ぶ。

・認知症高齢者の
医療の現状と国の
施策　　・認知症の
病態・認知症の理
解と対応　　・認知
症高齢者と家族の
支援と看護

Ⅰ～Ⅳ

《インターネット配信》
認知症患者の理解と
看護（基礎編）

22
1日

100名
看護研修セ
ンター

11月18日
(水)
10：00～
16：00

Ⅰ～Ⅳ

平成28年
1月26日(火)
10：00～
16：00

11月2日
(月)
～
11月16日
(月)

ファシリテーターとして
の参加者(スタッフ）の意
見や力を引き出す技術
を習得する。

・ファシリテーション
とは何か
・ファシリテーターと
しての基本的な態
度と技術
・看護現場がいきい
きする対話型の場
づくり　　　　　　　　・
実際にファシリテー
ターを体験してみる

①看護研究の意義
②看護研究プロセ
ス　に沿った指導の
ポイントと指導者の
役割
③研究倫理の原則
と実際
④クリティーク

紀南
（未定）

27
ファシリテーターの役
割とスキル

1日
100名

看護ケアと感染防止

※対象者
院内の感染管理に
関わっている看護職

もっと身近に看護研
究！～効果的に看
護研究の指導をする
ために～

※対象者
看護の実践現場で
看護研究の指導に
携わる者

2日
50名

Ⅲ～Ⅳ

9月1日(火)
～
9月15日
(火)

①医療施設内での
感染症に関する最
新情報（インフルエ
ンザ・ノロウイルス）
②エビデンスに基
づく感染対策の実
際（採血・カテーテ
ル関連・呼吸器な
ど）

小島光恵

和歌山県立
医科大学附
属病院
感染管理認
定看護師

①医療施設内での感染
に関する最新情報の知
識を得る。
②エビデンスに基づく
病院感染の具体的実践
対策を学び、各施設に
おいて効果的な感染対
策を実施する事ができ
る。

Ⅱ～Ⅳ

三宅知里

大阪労災病
院
母性看護専
門看護師

20
1日
50名

看護研究を指導するた
めの視点を学ぶ。

がん化学療法に関する
知識を深め看護の役割
である症状マネジメント
とについて学ぶ。　がん
化学療法を受ける患者
のセルフケア能力を捉
え、具体的な支援方法
を考える。

がん化学療法におけ
る症状マネジメント

2日
100名

9月1日(火)
～
9月15日
(火)

・がん化学療法の現
状
・がん化学療法にお
ける看護の役割
・症状マネジメント
有害事象とその看
護　　　事例検討

Ⅱ～Ⅲ

28

高機能シミュレーショ
ン研修(演習)

県受託事業

対象者　中小病院看
護職

各半日

 (3日6回
実施)
1回9名

看護研修セ
ンター

12月1日
(火)
～
12月15日
(火)

専門看護師
認定看護師

Ⅰ～Ⅳ

名波まり子

・高機能ｼﾐュﾚｰﾀｰ
を使用した緊急時
の看護ケアの演習
・交流会

エンゼルケアの基
本的考え方

エンゼルメイクの実
際

終末期の患者が、その
人らしく死を迎えられる
ように、根拠を踏まえた
エンゼルケアを学ぶ。
エンゼルメイクの実際を
学ぶ。

研修会名



番号 期間／定員 開催場所 開催期日 募集期間 ねらい 内容 講師名 受講料 学習段階

会員
5,000円

非会員
16,000円

会員
5,000円

非会員
16,000円

会員
5,000円

非会員
16,000円

会員
3,000円×２

非会員
10,000円×２

C. 管理者を育成する教育

平松利麻

ＴＲＡＶＥＳＳＩ
Ａ代表

多様な勤務形態導
入方法
導入時の問題点と
その解決方法
法令順守のポイント

竹中君夫

社会医療法
人明和会医
療福祉セン
ター人事主
幹

研修会名

看護管理者としてストレ
スマネジメントや職場を
活性化させるためのヒン
トを得ることが出来る。

Ⅱ～
Ⅳ
・

管理

2日
60名

看護研修セ
ンター

11月16日
（月）・17日
（火）

9月1日(火)
～
9月15日
(火)

災害看護の特殊性を理
解するとともに、専門知
識・技術を習得し、被災
者及び被災地域のため
に、災害支援ナースとし
て活動できる実践能力
を習得する。
また、災害支援ナースと
して参加する上での自
己完結型災害看護支
援の心構えと行動、必
要な準備について習得
する。

※受講条件
・今年度の《衛星通
信》もしくは昨年度ま
での災害看護Ⅰに相
当する研修を受講し
ているもので、経験
年数5年以上のもの
・申込用紙の備考欄
に災害看護Ⅰに相
当する研修の受講年
度を記入のこと

33

災害看護フォロー
アップ研修会

1日
100名

看護研修セ
ンター対象者

①災害看護Ⅱ修了
者
②災害支援活動従
事経験者

32

災害看護Ⅱ
(災害支援ナース育
成研修)
修了書発行

看護
管理
者

看護
管理
者

ワークライフバランスの
活用方法を知り、自分
たちの働き続けられる
職場づくりのための具
体的な方法を考える。

30
知って得する！ワー
クライフバランス

1日
80名

看護研修セ
ンター

未定
10：00～
16：00

5月1日(金)
～
5月15日
(金)

～看護管理者が知っ
ておきたい～
自分も周りも輝ける
「幸せ職場」のつくり
方

・災害支援ナースの
看護活動
・避難所の管理及
び実際(机上シミュ
レーションを含む)
・被災地における協
働のあり方(事例検
討を含む)
・こころのケア(ロー
ルプレイを含む)

山崎達枝

東京医科大
学災害看護
准教授

検討中 検討中 検討中 検討中 検討中

31
「マグロ船流」リー
ダーシップの磨き方

1日
100名

看護研修セ
ンター

7月1日(水)
～
7月15日
(水)

看護管理者として、自ら
がいきいきと輝いて働く
ことで、スタッフの良い
ロールモデルとなり、皆
が仕事を通じて幸せに
なれる職場づくりを実現
する方法について学ぶ

・職場のメンタルヘ
ルスにおける看護
管理者の役割と実
現ポイント
・看護管理者に求め
られる労務管理の
法的知識
・看護管理者が担う
良い組織風土づくり
のポイントなど

看護研修セ
ンター

7月11日（土）
10：00～
16：00

5月1日(金)
～
5月15日
(金)

目標
対象者が、それぞれの立場・役割において、目標達成のために人的・物質的・財政的資源および情報を、効率的かつ最大限に活用できるような
能力を養う。

9月12日(土）

劇的にチームをイキ
イキさせるコミュニ
ケーション術
チームワークの育て
方
組織活性術
ストレスマネジメント
等

斉藤正明

株式会社ネ
クストスタン
ダード　代表
取締役

1日
８０名29

看護
管理
者

検討中



番号 期間／定員 開催場所 開催期日 募集期間 ねらい 内容 講師名 受講料 学習段階

会員
30,000円

非会員
60,000円

回数
研修番号 講　　師

公開講座
募集期間

備考

1回目

中山　美代子

和歌山県立医科大
学附属病院
医療安全推進部

2回目

34-2

楠本　茂雅

ベルランド総合病
院ｸｵﾘﾃｨｰ管理セン
ター医療安全管理
室・感染管理室
副部長

5月1日(金）
～5月15日
（金）

公開講座
会員3,000円

非会員
10,000円

3回目

遠藤　栄理

和歌山労災病院
医療安全管理者

4回目

唐澤　秀治

船橋市立医療セン
ター
副院長

5回目

34-5

宮崎　浩彰

関西医科大学
医療安全管理セン
ター　副センター
長

5月1日(金）
～5月15日
（金）

公開講座
会員3,000円

非会員
10,000円

6回目

34-6

稲葉　一人

中京大学
法科大学院教授

5月1日(金）
～5月15日
（金）

公開講座
会員3,000円

非会員
10,000円

7回目

森田　恵美子

公立瀬戸旭看護専
門学校　副校長

番号 期間／定員 開催場所 開催期日 募集期間 ねらい 内容 講師名 受講料 学習段階

Ⅲ～Ⅳ

医療安全管理者養
成研修
全課程もしくは40時
間以上を終了した方
には修了証を発行

看護研修セ
ンター

7日

医療安産管理
者研修と同開催

会員3,000円
非会員10,000円

プログラム

日　程

7月1日（水）

7月15日（水）

8月18日（火）

9月4日（金）

【医療安全管理者養
成研修修了者フォ
ローアップ②研修】
及び医療安全管理
者交流会

　研修番号　35-2

研修会名

Ⅲ～Ⅳ

1日
100名

検討中

10月19日（月）

12月21日（月）

内　容（予定）

医療におけるリスクマネジメントとリスクマネジャーの
役割等
　・医療におけるリスクマネジメントの基本的な考え方
　・リスクマネジャーの役割

人間工学とヒューマンファクター

11月4日（水）

検討中 Ⅲ～Ⅳ

35

医療事故発生時の対応（患者・家族への対応）
医療安全と患者参加、コミュニケーションスキル
患者／家族／医療者間とのコミュニケーション
患者・家族とともに取り組む医療安全　等

医療安全管理と関連法規・医療訴訟の動向
医療事故と医療訴訟・判例の実態・法的責任
（医療者が知るべき法律・過失を犯さないために・
　情報と記録　等）

現場で活かす事例分析ＲＣＡ

効果的な医療安全研修の実践とその評価

34 チームＳＴＥＰＰＳ
～チームで安全に働くためのフレームワークを学ぶ～

５月１日(金)
～

５月15日
(金)

組織内における医療安
全管理者としての必要
な基本的知識・技術を
身につけることができる

下記プログラム 下記プログラム

5月1日(金）
～5月15日

（金）

医療安全管理者養成
研修修了者の実践能力
を高める

【医療安全管理者養
成研修修了者フォ
ローアップ①研修】

　研修番号　35-1

1日
50名

看護研修セ
ンター

現場で活かす事例
分析ＲＣＡ

森田　恵美子

公立瀬戸旭看
護専門学校

副校長

7月１日(水）
～12月21日
（月）
7日間
講義形式

12月21日（月）

研修会名



番号 期間／定員 開催場所 開催期日 募集期間 受講要件 内容 カリキュラム 受講料

会員
136,000円（レ
ポート審査料
込み）

非会員
271,000円（レ
ポート審査料
込み）

番号 期間／定員 開催場所 開催期日 募集期間 ねらい 内容 申込み方法 受講料

37 未定
９月中旬

予定
・訪問看護の動向
・訪問看護の実際

後日 3,000円

38 未定
９月下旬

予定
・退院調整について 後日 3,000円

39 未定
10月上旬

予定

・訪問看護の動向、
・施設・在宅におけ
る急変時の対応、
・施設・在宅におけ
るリスクマネージメン
ト

後日 3,000円

40 未定
10月中旬

予定
・在宅における高齢
者の看取り

後日 3,000円

番号 期間／定員 開催場所 開催期日 募集期間 ねらい 内容 資料代

番号

目　　的

目　　標

研修期間

カリキュラム

36 ファーストレベル ５５名
看護研修セ
ンター

未定

　月　日(月)
～
月　　日(月)
12時必着
（遅れた場
合は受けら
れないので
要注意）

１．日本の看護師免許
を有する者　　　　　　２．
看護師免許を取得後、
実務経験が通算5年以
上ある者　　３．管理的
業務に関心があり、管
理的業務に従事するこ
とを期待されている者

看護管理概論/看
護専門職論/ヘルス
ケアシステム論/看
護サービス提供論/
グループマネジメン
ト/人材育成論/看
護情報論

別紙1
参照

研修会名

　認定看護管理者教育

目的
和歌山県看護協会認定看護管理者教育課程は、多様なヘルスニーズを持つ個人、家族および地域住民に対して、質の高い組織的看護サービ
スを提供することをめざし、一定の基準に基づいた看護管理者を育成する体制を整え、看護管理者の資質と看護の水準の維持および向上に寄
与することにより、保健医療福祉に貢献することを目的とする。

２．教育者・研究者を育成する教育

１．訪問看護ステーション出前事業

研修会名 講師名

Ｄ．　和歌山県受託事業

２日間

２日間

医療機関等の看護
職の研修

訪問看護・施設・在
宅療養支援に関わる
看護職の研修

７月1日
（水）～
7月15日

（水）

・医療機関に勤務する
看護職が訪問看護のケ
アの視点を学び、他多
職種間の協働・退院調
整の知識を養う

・在宅療養支援に携わ
る看護職が在宅・施設
での実際を共有し、在
宅医療の推進を深め
る。

８月３日
（月）～

８月17日
（月）

研修会名

　　訪問看護推進研修

目的
看護の質の向上を図るため、研修計画の策定において、さまざまな意見や課題を集約し研修の結果を評価する能力や、研修運営における問題
解決および新たな研修計画を策定する能力を養う。

看護教育における実習の意義及び実習指導者としての役割を理解し、効果的な実習指導ができるよう必要な知識・技術を習
得する。

1.教育の基本的な考え方を学ぶ
2.看護教育における隣地実習の意義・位置づけを理解し、実習指導者の役割を理解する
3.実習指導案の作成を通して、効果的な指導方法を考える
4.視野を広げ、看護に対する認識を深める
5.学習を継続する姿勢をもつ

平成27年6月22日（月）～8月25日（火）（月～金　祝日を除く）

別紙２参照　　　　募集要項につきましては別添で同封します

41

42

平成2７年度和歌山県保健師助産師看護師実習指導者講習会

　　※詳細は別途お知らせいたします。　（複数回実施予定）



番号

目　　的

目　　標

対　　象

募集期間

資料代

場　　所

募集定員

回

番号

目　的

対　象

その他

講　　師

池西静江

池西静江

池西静江

新人看護職員研修の概要／カリキュラム・教育方法・教育
評価など、年間教育立案の必要な知識

3）新人看護師の現状《講義》

看護基礎教育の現状／新人看護師の技術習得状況／新
人看護職員研修ガイドライン

プログラム

8月12日（水）
9：30～16：30

1）看護技術の指導方法《演習》
保田裕子

和歌山県立医科大学附属病院
教育専任師長

看護技術の評価方法／技術指導に対する課題の明確化

２回目
6月27(土)

9：30～16：30

1）学習に関する基礎知識《講義》

坂口桃子

平成27年度　新人看護職員実地指導者研修

2009年の、保健師助産師看護師法及び看護師等の人材確保の促進に関する法律の一部改正による新人看護職員研修努
力義務化を受け、新人看護職員研修を円滑に実施・運営する能力を養う。

①各施設における新人看護職員研修の臨床実践に関する実施指導・評価等が行える。　　②新人看護職員への指導ができ
る。

①施設における新人看護職員実施指導者、もしくは、その任に当たる予定のもの　　②経験年数5年以上のもの
③研修の全日程（全5回）に参加できるもの

4月6日(月)～4月17日(金)

3,000円

看護研修センター

43

50名

平成2７年度看護師等養成所専任教員の継続研修

　医療の高度化・国民のニーズの多様化といった変化を踏まえ、教育内容の向上を図るためのカリキュラム改正等に対応した
教育の実施や、看護教員の成長段階別（新任期、中堅期、ベテラン期）に応じた研修を実施することにより、看護教員が生涯
を通じてキャリアアップを図ることで、看護教員の質の向上に資する。

①新任期（教員経験1年～5年程度）　②中堅期（教員経験5年～20年程度）
③管理期（ベテラン）（教員経験20年以上もしくは教務主任職）

公開講座として受付いたします。

日　　程 内　　容 講　　師

１回目
６月 ４日(木)
9：30～16：30

1）組織の教育システム《講義》

水田真由美

県立医科大学保健看護学部　准教授

組織の理念と人材育成の考え方／院内の教育体制／教
育担当者の役割と期待・実施指導者の役割と期待

2）教育に関する知識《講義》

5回目
11月30日（月）
9：30～16：30

1）新人看護職員研修の実際と振り返り《演習》 保田裕子

和歌山県立医科大学附属病院
教育専任師長

実施状況の報告／課題の共有と解決策の検討

学習理論・概念・動機づけ・成人学習
教育方法：チームの力を活用した学習支援・教育評価

３回目
７月８日(水)

9：30～12：30

1）メンタルサポート支援《講義、演習》 坂田真穂

臨床心理士コーチング／カウンセリングスキル／コミュニケーション

４回目

日　　程

８月２９日(土）
10：00～16：00プ

ロ
グ
ラ
ム
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１１月２１日(土）
10：00～16：00

平成２７年１月１６日
（土）

10：00～16：00

対　　象

新任期

中堅期

管理期(ベテラン）

ﾃｰﾏ 募集期間

考える看護学生を育てる授業づくり
（基礎編）

看護実践能力育成にむけた効果的な授
業づくり(応用編）

これからの看護基礎教育のあり方

６月１日（月）～
６月１５日(月）

９月１日（火）～
９月１５日（火）

１１月２日（月）～
１１月１６日（月）



日　程 未定

対　象

日　程 未定

目的 救急医療における患者とその家族のQOL向上に向けて、水準の高い看護を実践する能力を育成する

救急看護分野において他の看護実践を通して他の看護職者に対して指導、相談ができる能力を育成する

地域の医療ニーズに応え、地域社会へ貢献できる人材を育成する

出願資格日本国の看護師免許を有すること

看護師の資格取得後、実務研修が通算５年以上であること

次に定める看護分野の実務研修を有すること

　　　①通算３年以上、救急部門での看護実績を有すること

　　　②救急部門において、CPA・重症外傷・意識障害・呼吸不全・循環不全・中毒・熱傷患者の看護の

　　　　 中から５例以上担当した実績を有すること

　　　③現在、救急部門で勤務していえること、または救急部門での勤務が予定されていること

定員 ３０名

研修期間平成２７年９月１日～平成２８年３月２４日

出願期間４月１日～４月２１日

試験日 ６月２０日

※　詳細はホームページに掲載しています

教育内容

区分 時間数 小計 区分 時間数 小計

15 30

15 30

15 30

15 30

15 60

15 75

15 15

15 75

15 180

15

番号 期間／定員 開催場所 開催期日 募集期間 参加費

47 未定

45
看護研修センター

田辺（未定）

潜在看護職員

46

看護研修センター

田辺（未定）

下記施設に勤務する看護職員

・介護老人福祉施設　・介護老人保健施設　・介護療養型医療施設
・特定施設入居者生活介護事業所　・短期入所生活事業所　・地域密着型介護老人福祉施設

学会名

和歌山県
看護研究学会

共
通
科
目

教科目名

看護管理

リーダーシップ

文献検索・文献購読

情報管理

看護倫理

指導

相談

対人関係

臨床薬理学

医療安全管理

150

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目

演習/実習

救急看護概論

教科目名

救急患者の主要病態と治療

救急患者と家族の心理・社会的アセスメント

災害急性期看護

救急患者のフィジカルアセスメント

救急看護技術

急性症状とケア

学内演習

3.潜在看護職員復職支援研修

場　所

　　※詳細は別紙(後日送付予定)参照ください。

目的
看護職の実践にねざした学術研究の振興を通して看護の質の向上を図り、人々の健康と福祉に貢献する。

F.看護研究学会

E.救急看護認定看護師教育課程

　　　※　潜在看護職員とは看護職（保健師・助産師・看護師・准看護師）の免許を持っていて、就業していない方

4.和歌山県高齢者権利擁護等推進事業看護実務者研修

場　所

対　象

臨地実習

総時間数 675

120

150

255

詳細



G.その他

期間／定員 開催場所 開催期日 募集期間

伊都 未定 未定 未定

那賀 未定 未定 未定

和歌山 未定 未定 未定

未定 未定 未定

有田 未定 未定 未定

御坊 未定 未定 未定

田辺 未定 未定 未定

未定 未定 未定

各職能委員会研修会

定員 開催期日 募集期間

200名
10月31日
(土）

メンタルヘルス

7月25日(土）
または8月1
日（土）

保健師職能集会

２月 保健師交流会

7月25日(土） 助産記録

10月31日
(土）

助産師職能集会

2月20日(土） 産科救急

10月31日
(土）

看護師Ⅰ・Ⅱ職能集
会

1月16日(土） 准看護師研修会

2月13日(土） 男性看護師交流会

10月31日
(土）

看護師Ⅰ・Ⅱ職能集
会

後日案内 詳細は後日案内

　　　※助産師近畿地区合同研修会は個別に案内します

業者研修

番号 期間／定員 開催場所 開催期日 募集期間 ねらい 内容 講師名 受講料 学習段階

看護研修センター

詳細は後日、地区支部から案内いたします。

各地区支部研修会

詳細は後日、地区支部から案内いたします。

詳細は後日、地区支部から案内いたします。

詳細は後日、地区支部から案内いたします。

詳細は後日、地区支部から案内いたします。海南・海草

詳細は後日、地区支部から案内いたします。

詳細

職能委員会名

三職能合同研修会

保健師職能委員会

保健師職能委員会

開催場所

看護研修センター

看護研修センター

看護研修センター

地区名

研修テーマ等

後日案内

後日案内

看護研修センター

看護研修センター

助産師職能委員会 看護研修センター

詳細は後日、地区支部から案内いたします。

詳細は後日、地区支部から案内いたします。

新宮・串本

看護研修センター

看護研修センター

看護師職能委員会Ⅰ

研修会名

48
TENA排泄ケア研修
～超高齢社会での
看護職の役割～

1日
80名

看護研修セ
ンター

6月19日（金）
13：00～
16：50

4月20日
(月)
～
4月30日
(木)

病院・施設・地域での看
護職の役割変化と排泄
ケアの重要性を学ぶ

・地域包括ケアシス
テムをどう進めて行
くか
・病棟看護管理業
務の変遷
・これから求められ
る病棟経営・管理の
実際
・病棟経営が果たせ
る看護職員の育成
・排泄ケア改善事例
報告

福田啓造

株式会社エ
フケイズコン
サルツ
代表取締役

一律1000円

※対象者
医療・福祉に
従事される管
理者
（看護職以外
も受講可）

看護師職能委員会Ⅱ

看護師職能委員会Ⅱ

看護研修センター

助産師職能委員会 看護研修センター

看護師職能委員会Ⅰ

助産師職能委員会

看護師職能委員会Ⅰ


